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<1>働き方の改革をめぐる労使の主張
――連合白書と日本経団連の報告などから――

<2>事例と統計からみた働き方の課題
――何が現場で起こっているか――

<3>ワーク・ライフ・バランスと雇用保障をいかに調和させるか
――第１２回日・ＥＵシンポジウムから――

「
働
き
方
の
改
革
」
と
現
場
の
課
題

第２特集
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連
合
（
髙
木
剛
会
長
）
は
昨
年
末
に
発
表

し
た
『
連
合
白
書
』
の
中
で
、「
働
き
方
の
改

革
を
推
進
し
よ
う
」
と
訴
え
て
い
る
。
一
方
、

日
本
経
団
連
も
同
一
二
月
一
八
日
に
発
表
し

た
〇
八
春
季
労
使
交
渉
の
指
針
と
な
る
『
経

営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
』（
経
労
委
報
告
）

で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事

と
生
活
の
調
和
）
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

「
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
労
使
の
合
意
と
協

力
に
よ
る
自
主
的
な
働
き
方
の
見
直
し
で
あ

る
」
と
主
張
す
る
。

　

経
済
界
、
労
働
界
、
有
識
者
な
ど
で
構
成

す
る
政
府
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
官
民
ト
ッ
プ
会
議
は
一
二
月
一
八
日
、

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）
憲
章
」
と
「
仕
事
と
生
活
の
調

和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
」
を
と
り
ま
と

め
た
（
前
号
で
全
文
掲
載
）。
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
に
応
じ
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
実
現
す
る
た
め
に
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
事
柄
を
整
理
し
た
基
本
文
書
と

い
う
位
置
づ
け
だ
。
こ
の
会
議
に
は
、
髙
木

連
合
会
長
と
、
御
手
洗
富
士
夫
日
本
経
団
連

会
長
も
参
加
し
て
い
る
。

　

憲
章
及
び
行
動
指
針
の
策
定
に
よ
り
、
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
基
本
的
な
方

向
に
関
す
る
政
労
使
合
意
が
図
ら
れ
た
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
必
要
な
こ
と

と
し
て
労
使
が
共
通
し
て
打
ち
出
し
て
い
る

の
が
、「
働
き
方
の
見
直
し
」
や
「
改
革
」
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
や
進
め
る

手
順
に
つ
い
て
労
使
間
の
溝
は
う
ま
っ
て
い

な
い
。

労
使
ト
ッ
プ
対
談
で
主
張
が

す
れ
違
い

　

一
月
二
三
日
に
東
京
・
大
手
町
の
経
団
連

会
館
で
開
か
れ
た
連
合
と
日
本
経
団
連
の
首

脳
懇
談
会
。
春
季
労
使
交
渉
を
め
ぐ
る
諸
課

題
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
も

「
働
き
方
の
改
革
」
を
め
ぐ
る
意
見
の
す
れ

違
い
が
鮮
明
に
な
っ
た
。

　

懇
談
の
中
で
連
合
側
は
、「
前
回
懇
談
（
昨

年
一
一
月
）で
日
本
経
団
連
か
ら『
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
に
よ
っ
て
、
生
産

性
向
上
、
業
績
向
上
、
処
遇
改
善
に
も
つ
な

が
る
好
循
環
を
作
り
出
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
』
と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
は
コ
ス
ト
と
し
て
と
ら
え
る

の
で
は
な
く
、
明
日
へ
の
投
資
と
し
て
積
極

的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
経
労

委
報
告
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
有
用
性
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
る
が
、

長
時
間
労
働
の
是
正
に
対
す
る
言
及
は
な
い
。

時
間
外
割
増
率
に
つ
い
て
も
全
く
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
。
国
際
的
に
み
て
も
低
い
時
間
外

割
増
率
を
引
き
上
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、

日
本
経
団
連
と
し
て
も
割
増
率
引
き
上
げ
に

対
す
る
見
解
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
」
と

問
い
た
だ
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
日
本
経
団
連
は「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
会
社
と

労
働
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
取
り
組
む
も

の
と
、
労
使
一
体
で
取
り
組
む
も
の
に
つ
い

て
は
、
お
互
い
話
し
合
い
な
が
ら
行
う
こ
と

が
効
果
的
で
あ
る
。
時
間
外
割
増
率
引
き
上

げ
に
つ
い
て
は
反
対
だ
。
割
増
率
の
引
き
上

げ
は
む
し
ろ
短
時
間
残
業
を
奨
励
す
る
結
果

に
な
る
可
能
性
が
非
常
に
強
い
と
危
惧
し
て

い
る
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
に
は
、
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と

の
方
が
重
要
で
は
な
い
か
」と
反
論
し
た（
〇

八
春
闘
に
お
け
る
労
働
側
の
時
間
外
労
働
時

間
割
増
率
要
求
に
つ
い
て
は
ｐ
三
四
を
参

照
）。

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

は
政
労
使
の
極
め
て
重
要
な
共
通
課
題
で
あ

る
」(

連
合
側
の
発
言)

と
の
認
識
で
は
、

労
使
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
働
き
方
改

革
の
第
一
歩
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正
だ
と

す
る
連
合
と
日
本
経
団
連
の
主
張
は
平
行
線

を
た
ど
っ
た
。

連
合
／

　

時
短
と
公
正
処
遇
が
必
要

　
『
連
合
白
書
』
で
は
、「
日
本
の
労
働
時
間

の
現
状
は
、
週
三
五
〜
六
〇
時
間
の
労
働
者

が
減
少
し
、
週
六
〇
時
間
以
上
と
週
三
五
時

間
未
満
の
労
働
者
が
増
え
、
労
働
時
間
は
長

短
二
極
化
し
て
い
る
。
な
か
で
も
三
〇
〜
四

〇
歳
代
男
性
の
四
人
に
一
人
は
週
六
〇
時
間

を
超
え
、
労
働
時
間
は
長
短
二
極
化
し
て
い

る
」
と
指
摘
。
働
き
方
・
働
か
せ
方
の
見
直

し
に
向
け
、
総
実
労
働
時
間
の
短
縮
に
加
え
、

二
極
化
を
生
ん
だ
背
景
に
は
非
正
規
雇
用
の

増
大
が
あ
る
と
し
、
多
様
な
働
き
方
を
主
体

的
に
選
択
で
き
る
「
公
正
処
遇
ル
ー
ル
の
確

立
」
が
不
可
欠
だ
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
経

営
側
が
「
働
き
方
改
革
」
の
第
一
歩
を
「
働

働
き
方
の
改
革
を
め
ぐ
る
労
使
の
主
張

　
　
　
　

―

連
合
白
書
と
日
本
経
団
連
の
報
告
な
ど
か
ら　
　

WLBトップ会議がまとめた憲章・行動指針を福田首相に提出
（左から髙木連合会長、次が御手洗日本経団連会長）
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き
方
の
柔
軟
化
」
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と

を
批
判
し
つ
つ
、長
時
間
労
働
の
是
正
と「
均

等
均
衡
原
則
」
に
積
極
的
に
対
応
す
る
べ
き

だ
と
迫
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
経
労
委
報
告
で
は
、
労
働
側
の
時

短
要
求
を
け
ん
制
。「
国
際
的
に
長
い
と
さ

れ
て
き
た
わ
が
国
の
総
実
労
働
時
間
（
製
造

業
・
生
産
労
働
者
）
は
、
米
英
と
ほ
ぼ
遜
色

な
い
水
準
に
あ
る
」
と
ク
ギ
を
刺
し
た
う
え

で
、「
就
業
形
態
も
変
化
し
て
お
り
、
短
時
間

従
業
員
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か

け
て
進
め
ら
れ
た
よ
う
に
フ
ル
タ
イ
ム
従
業

員
を
前
提
に
、
法
に
よ
り
一
律
的
に
労
働
時

間
の
短
縮
を
は
か
る
こ
と
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
と
っ
て
真
の
意

味
で
有
効
策
と
な
る
も
の
で
は
な
い
」と
、労

働
側
の
要
求
を
批
判
し
、
反
論
を
展
開
す
る
。

日
本
経
団
連
／

　

柔
軟
な
働
き
方
推
進
で

　

で
は
日
本
経
団
連
の
主
張
す
る
「
働
き
方

改
革
」
の
中
心
は
何
か
。
経
労
委
報
告
で
は

「
効
率
的
な
働
き
方
の
促
進
」
と
「
柔
軟
な

働
き
方
の
推
進
」
を
前
面
に
打
ち
出
す
。

　

ま
ず
、
効
率
的
な
働
き
方
の
推
進
と
し
て
、

従
来
の
仕
事
の
進
め
方
自
体
を
根
本
的
に
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

仕
事
の
目
標
を
明
確
に
定
め
、
達
成
度
に
つ

い
て
、
適
正
な
評
価
と
こ
れ
に
基
づ
く
公
正

な
処
遇
が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
う
え
で
、「
長

時
間
会
社
に
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
『
仕
事

の
過
程
』
で
は
な
く
、
ど
れ
だ
け
の
仕
事
を

し
た
か
と
い
う
『
仕
事
の
成
果
』
を
重
視
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
就

業
時
間
中
の
集
中
度
を
高
め
、
無
駄
な
残
業

を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
主
張
。
さ

ら
に
、
年
間
総
実
労
働
時
間
の
短
縮
に
つ
い

て
は
、
長
期
間
集
中
的
に
働
く
時
期
が
あ
つ

た
場
合
は
、
終
了
後
に
ま
と
め
て
休
暇
を
と

っ
た
り
、
年
次
有
給
休
暇
の
計
画
取
得
に
取

り
組
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
す
る
。

　

柔
軟
な
働
き
方
の
推
進
に
向
け
て
は
以
下

の
よ
う
に
提
言
す
る
。

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、
時
間
や
場
所
に
と
ら

わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方
を
推
進
す
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。
働
き
方
が
柔
軟
に
な
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
就
労
を
続
け
た
い
と
い
う
意
欲
を

も
ち
な
が
ら
も
、
体
力
の
問
題
や
育
児
、
介

護
、
そ
の
他
家
庭
の
事
情
な
ど
で
離
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
り
、
労
働
市
場
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
人
々
に
対
し
て
も
、
就
労
の
機
会

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
近
年
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
革
命
的
な
進
歩
に
よ
り
、短
時
間
勤
務
・

テ
レ
ワ
ー
ク
・
在
宅
勤
務
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
働
き
方
が
生
み
出
さ
れ
、
定
着
し
て
き
て

い
る
。〈
中
略
〉
こ
う
し
た
柔
軟
な
就
業
形

態
に
つ
い
て
は
、
雇
用
管
理
上
の
困
難
さ
や

契
約
上
の
複
雑
さ
が
出
て
く
る
こ
と
は
否
め

な
い
が
、
新
し
い
働
き
方
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
労
使
双
方
に
良
い
結

果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」

　

ま
た
、
連
合
と
の
ト
ッ
プ
懇
談
会
の
場
で

は
、
現
行
の
制
度
や
法
律
が
多
様
な
働
き
方

の
推
進
を
阻
害
し
て
い
る
と
の
意
見
も
出
た
。

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま

く
い
か
な
い
原
因
の
一
つ
は
現
行
の
雇
用
労

働
制
度
で
は
な
い
か
。
労
働
時
間
は
労
働
協

約
に
定
め
た
就
業
時
間
が
基
本
で
あ
り
、
労

働
基
準
法
に
基
づ
く
時
間
管
理
が
必
要
で
、

そ
れ
以
外
の
形
態
は
原
則
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
で
は
働
き
手
が
時
間
外
を
削
減
し

よ
う
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て

こ
な
い
。
時
間
外
を
し
な
い
と
残
業
代
が
減

る
と
か
、
所
定
労
働
時
間
働
か
な
い
と
欠
勤

に
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
現
行
の
労
働
時
間

管
理
が
原
因
で
多
様
な
働
き
方
が
実
現
し
に

く
い
」

　

経
労
委
報
告
で
も
、「
自
主
的
・
自
律
的
な

働
き
方
を
可
能
と
す
る
制
度
の
検
討
」
を
提

起
し
て
い
る
。
継
続
審
議
扱
い
と
な
っ
て
い

る
労
基
法
改
正
法
案
に
は
盛
り
込
ま
れ
な
か

っ
た
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
向
け
の
自
律
的
な
労

働
時
間
管
理
制
度
に
つ
い
て
、「
専
門
性
や
創

造
性
な
ど
が
高
い
仕
事
を
行
う
従
業
員
に
限

っ
て
、
従
来
の
労
働
時
間
法
制
や
対
象
業
務

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
自
主
的
・
自
律
的
な
時

間
管
理
を
可
能
と
す
る
制
度
の
導
入
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
主
張
を
入
れ
込
ん

で
い
る
。

〇
八
春
季
交
渉
の
成
り
行
き
に

注
目

　

労
使
の
「
働
き
方
の
改
革
」
を
め
ぐ
る
主

張
の
溝
は
ど
の
よ
う
に
埋
ま
っ
て
い
く
の
だ

ろ
う
か
。

　

連
合
は
今
春
の
闘
争
方
針
の
な
か
で
、
時

間
外
割
増
率
の
引
き
上
げ
の
ほ
か
、
長
時
間

労
働
是
正
を
軸
に
し
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
向
け
て
、
①
所
定
労
働

時
間
の
短
縮
（
休
日
の
増
加
、
一
日
の
労
働

時
間
の
短
縮
等
）
と
と
も
に
有
給
休
暇
の
取

得
促
進
と
付
与
日
数
の
増
加
②
時
間
外
労
働

を
削
減
す
る
た
め
、
三
六
協
定
の
内
容
再
確

認
、
周
知
徹
底
③
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
実
現
の
た
め
に
労
働
組
合
自
ら
が
主
体

的
に
「
働
き
方
改
革
宣
言
」
を
発
し
て
自
己

改
革
と
職
場
の
改
革
を
進
め
る―

―

な
ど
に

取
り
組
む
よ
う
、
加
盟
組
織
に
要
請
し
て
い

る
。

　

労
使
の
議
論
は
、
個
別
企
業
の
交
渉
の
場

に
移
る
。

　

ま
ず
は
〇
八
春
闘
の
交
渉
結
果
を
注
目
し

た
い
。 

（
調
査
・
解
析
部
）

働き方の改革をめぐる議論は平行線（連合・日本経団連トップの懇談会・１月 23日）

［二極化する労働時間分布］

■注　：週間就業時間別非農林業雇用者数
■出所：「連合白書」


